

















は『ネザーランド連合州観察記dl (Observations ψon the United Provinces 01 
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ところで最初の外遊への途中， ドロシ・オズボーン (DorothyOsborne， 1627 













を手にしてイングランドに渡り，大法官クラレンドン (EdwardHyde， Earl of 










































フランドルへ 1歩踏みこんでいた。 1661年からルイ 14世の親政が始まったが，







































































































































































































































































































紛らすほかはなかったのです。この件はそれで打切りとなりました。 J (71 






















































王の個人的気質は活動的で、あり，大望に燃えております。 J (II， 229.) 
しかし，かれらは決して無謀なことはしない，
「かれらの計画はすこぶる賢明で、あり，成算が乏しい場合には冒険をしま

























































































































































「怠け者のひま潰しにふさわしいことと考えたJ (1， 33)， 
しかも今や
「同国の案内図が大いに必要とされている。その国情や統治についての案
内図が世に歓迎されなくもないと思われる。 J (1， 34) 
そこで
「わたしをも含めた横着者を楽しませるのが，わたしの狙いであって，そ






















































国王の譲歩の提示に乗じ・・・ J (1， 59) 
民衆勢力を恐れる上層階級はとかくスペインに妥協しがちであったが，スペイ
ンへの抵抗闘争を指導したオラニェ家こそは












































































































































































































































































































































ているはずである。 J (1， 166) 
要するに，交易は平和，自由，秩序，信頼に立脚して可能となる。そしてオラ
ンダが以上の要件を満している国であることをテンプルはくり返し例示する。
各都市が防衛上，堅固なこと， (1， 167) 
「国会も大公も，なんぴとの身体，財産を侵害する権力を持たないこと」



















































































遅れと，医師たちが言う病気のようなものである。 J (1， 200) 
「かれらの心を粉砕してしまったのは敵側にイギリスが参加していること
であった。 ・・・それはミュンスタ軍，フランス軍以上に大きな痛手を与え







































「家族は小王国とみてよいだろう，そして王国は大家族にすぎない。 J (1， 
14) 

































































































































































































































































( 1 ) オランダは国名ではなく，連合州を形成する最大の州の名称であるが，本稿
では通称として用いる。
( 2 ) したがってここではテンプルのオランダ認識の当否については問わない。
( 3 ) テンプルにかんする研究は少ない。基本的なものは次の 2作である。
W oodbridge， H.E.， Sir William Te~ρle The Man and his Work， New York， 
1940. 
Marambaud， P.， Sir William Temple sa vie， son oeuvre， Paris， 1968. 
新しいものでは次の 2つがある。
Faber， R.， The Brave Courtier Sir William Temple， London， 1983. 
これは簡略な，エッセイ風の評伝である。著者は外交官経験者。
Haley， K. H.D.， An English Diplomat in the Low Countries Sir Willimn 








( 4 ) Ha1ey， 6-7. 




(6) Ha1ey， 11. 
( 7 ) Fei1ing， K.， BritおhForeign Policy 1660-1672， London， 1930 (repr. 1968)， 
152. 
( 8) J ames But1er， 12th Earl and 1st Duke of Ormonde (1610-88)， 1661 ~69年の
間，アイルランド総督であった。
( 9 ) Ha1ey， v. 
(10) Jones， I.R.， Britain and the World 1649-1815， Fontana Origina1， 1980， 
Part 2 The Dutch Wars. 
(11) Cit. in Ha1ey， 53. 
(12) Cf.， Jones， 74-75. またフェイパーも「共和政のオランダ人は，現在の多くの
西ヨーロッパ人が共産主義体制に腹立しいものを感ずるのと同様な態度で、」みら





The Woγks 0/ SiγWilliα悦 TemPle，Bαγt. Complete In /our volumes， 1814 (repr・
1968， New York)， 1， 286.テンプルからの引用は原則としてこの版による。
(1的 Lett:γed'uγzm協γchandde Loγzd:γes a soγLαmヲ aAmsterda:γn dei争uisla 
de:仰 zieγeBα'taile de Mer sur l'occα:sioγz et le γemede de la gueγγe争γesente，
Marambaud， 399-404.この小冊子は題名のみが知られ，存在が確認されなかっ






(15) Marambaud， 400. 
(16) Ibid.， 402. 
-185-
(17) 1666年 7月30日づけのアーリントンよりテンプルへの手紙， Temple， 1， 
449.なお，これが(14)で述べた，一部削除され，公開きれた手紙である。
(18) Marambaud， 403. 
(19) ただし1666年8月24日づけの手紙でアーリントンは国王が出来映えに満足し
ている旨，テンフ。ルにイ云えている。 Ibid.，404. 









(24) Haley， 172. 
(25) Rowen， H.H.， John de叫すt，Princeton， 1978， 702-3. 
(26) J ones， 95 
(27) Kenyon， lP.， Stωrt England， London， 1978， 204. 





(31) Ibid.， 248. 
(32) Burnet， G. (Ed. by Routh， M，Jよ HistoηJ01 His Own Time， Oxford， 1833 
(repr. 1969)， 1， 466 
(33) Haley， 211. 
(34) Trevelyan， G.M.， England under the Stuarts， Penguin Books. (repr. 1960)， 
356. 
-186-
(35) Cf.， Mckay，D. & Scott， H.R.， The Rise 0/ the Great Powers 1648-1815， 
London， 1983， 25-26. 
(36) Ashley， M.， Charles I， Panther Books， 1973， 178. 
(37) 1664年に， 'An Act for the assembling and holding of parliaments once in 
three years at the least' (通称， The Triennial Act， 1664)が制定されたが， 違
反について制裁の規定がなかった。内容は， Cf.， Kenyon， ].P.(ed)， The Stuart 
Constitution， Cambridge， 1966， 38.2-83. 
(38) ハリファックスはチャールズ2世を回想し，その態度の特色として，そらと
ぽけをあげている。 Cf.，A Character 0/ King Charles I， (以下，Charlesと略
記)， 1750， I， His Dissimulation. Raleigh， W.，(edよ TheComPle Works 0/ 
George Savile， First Marquess 0/ Hali.伽:， Oxford， 1912， 191 seq. 
(39) Guizot， F.(安土正夫訳) Wヨー ロッパ文明史.!l，みすず書房， 1987，247. 
(40) それを示す史料として，時期は10年後になるが，フランス大使パリヨン (Bar-
r，illon， p.， 1677-88年在任)のルイあての報告書があり， 78年12月に工作資金2万
ポンドを用意し，翌年12月までに 4千ポンドを配ったと，イギリス政治家の氏名
と金額を記している。 Dalrymple，].， Memoirs 0/ Great Britain and lreland， 
London， 1790 (repr. 1970)， 1， 381-82. または，浜林正夫『イギリス名誉革命
史」未来社 1983， 458-59参照。
(41) Feiling， 78. 
(42) Haley， 266. 
(43) 密約の内容については， cf.， Browning， A.(ed.)， English Historical Documents， 
V 01. VI， London， 1953， 863-67. 
(44) Rowen， 731. 
(45) Cit. in Woodbridge， 107 
(46) この 4人にローダーデール (Lauderdale)が加わって「カパ/レ」となるが，ロ
ーダーテールはスコットランド人で，またスコットランド問題担当であったので，
テンフ。ルとは接?角虫カfなかったので、あろう。
(47) Halifax， Charles， 197. 
(48) 'A Survey of The Constitutions and Interests of The Empire， Sweden， 
Denmark， Spain， Holland， France， and Flanders， With Their Relation to Eng-





ない点もあげている， I， 224， 
(51) イギリスを勢力均衡の調停者の立場に置こうとする見解は， 10年後ノ¥リファ
ックスによっても示される。 1日和見主義者.D100以下参照。
(52) Haley， 287 
(53) J ones， 53. 
(54) Ibid.， 72. 
(55) そのため， ドーヴァの密約をもって名誉革命前史の起点とする見解もある。
たとえば Cottret，B.， La Glorieuse Revolution d' Angletrre， Paris， 1986. また，
Miller， ].， Bourbon and St仰 rt，London， 1987， 211でもそれに近い見解が述べら
れている。なお，後述のように「密約」は第 3次オランダ戦争の渦中に暴露され
た。
(56) 電Dickson，P.G.M.， The Financia1 Revolution in England， London， 1967， 
45. 
(57) Lipson， E.， The Economic History of England， II， (repr. 1971)， 236-37. 






G. ed.， Oxford" 1972) も参照した。両者の相違は第 2章に数ページ， 3， 4， 5，章
に若干の加筆があることで，削除はない。
(61) 'An Essay upon The Original and N ature of Government'，以下「統治論」と
略記。
(62) 'A Letter to the Duke of Ormond， writtern in October 1673， upon his Grace' 
s desiring the author to give him his opinion， what was to be done in that 
conjuncture.'以下「書簡」と略記。
(63) Macaulay， T.B.，ちirWilliam Temple' 1838. Critical and lhistorical Essays， 
Everyman's Lib. repr. 1920， 228.テンプルは国家の危難をよそに，果樹園や書
斎に引きこもり，回想記や旅行記を執筆していた，これは「吾人の趣味にあわな
-188ー
いJ(ibid.， 197) と言うのがマコーリのテンプル観で， 『オラン夕、、論』の政治的意
味もまったく無視している。
(64) 出版・言論は1662年制定のいわゆる LicensingAct (1694年廃止)による規制
があった。その実状については， Cf.， Siebert， F.S.， Freedon 01 The Press in 
England 1476-1776， Ilinois， 1952， ch. 12 The Regulation of Printing Acts 
1662-1694. 
(65) カパルの一員であるアシュリ卿は開戦と同時に昇進して Earlof Shaftesbury 
となった。通常，この称で呼ばれる。
(66) Macaulay， 228. 
(67) クラークは『オランダ論』において比較政治学の成立をみている。 Clark，G. 
N.， The Seventeenth Centuey， Oxford Paperbacks 1960， 214. 
(68) Clark (ed.)， intro.， x ii. 
(69) Ibid.， x i. 
(70) Dickson， 56. 
(71) 銀行制度をイギリスに紹介した功をテンブルに帰する著者もいる。 Kram-
nick， 1， Bolingbroke and His Circle， Harvard U.P.， 1968， 41. 
(72) Roberts， C.， Schemes & Undertakings， The Ohio State U.P.， 1985， 76 
(73) 'bribe master general，' Coward， B.， The .Stuart Age， London， 1980， 63. 
(74) これについての問題性は， Weber， M. (世良晃四郎訳) Ii支配の社会学.n 1， 
創文社 1960， 206-8. を参照。
(75) Halifax， Charles， 197. 
(76) Hibbert， C. (横山徳爾訳) Iiロンドンーーある都市の伝記』朝日イブニング
ニュース社 1983， 127. 
(77) テンプルが， Child， J.， Briel observations concerning trade， and interest 01 















観察，体験にもとづいて議論を進めている，と評している。 Woodbridge， 141. 
(81) Memoirs， I， 520. 
(82) 戦局の前途に不安を感じたアーリントンが主戦派のシャフツベリにドーヴア
の密約の真相を伝え，そのためシャフツベリは王に不信を抱いた。 Lockyer，R.， 
Tudor and Stuart Bri加in，London， 1985， 336. 
(83) England's Appωf 斤omthe Private Cαbal at Whitehall to the Great Council 






れた， とある。 I，345-46. 
(84) テンプルの回想， I， 251， 
(85) 開戦直後，王は閣僚の士気を高めるため，一斉に昇進させた。
(86) テンフ勺レの回想， IV， 14.なお夕、、ンビ (Earlof Danby，のち Dukeof Leeds) 
の本名は ThomasOsborneでテンプル夫人の縁者である。
(87) 内情を覗かれまいとしたこと，また謀略を恐れたためであろう。
(88) Hamilton， E.， Williαm's Mar)ぅLondon，1972， 73. 
(89) 本稿で注目したのはかれの外交路線の内容と一貫性であり，評価は別のこと
である。
(90) J ones， Britain， 123. 
(91) Faber， 92. 





(94) Clark， The Seventeenth Century， 94. 
(95) Henri II (1551-89)，ヴpアロア王朝最後の王で，暗殺された。
(96) スティールの発行した政治ジャーナリズム， The Englishman (1713-15)が
テンプルの思想的影響を受けていることは，その復刻版の編者が再三指摘してい
ることである。Blanchard，R.(edふTheEnglishman A Political Journal by Ri-




りて，創刊号 (]une5， 1762)を結んで、いる。 Ibi，ムNew Y ork， 1976(repr.)， 6.
(97) IF百科全集dJ r主権者」の項(デPィドロ執筆)の末尾。岩波文庫， 232.ここ
で引用されているのは恐らく『回想録』の一部 (I，269)であるが，その主旨は
「統治論」や「書簡」で述べられていることと変らない。






工E 言呉 選乏 (富大経済論集第35巻第3号)
頁|行!誤
38!27ist仰 f，a. a. 0， 
V V Iムヨ i Stumpf，a.a.O 
1 1 7 1 7 (むllicherGewinn) (針lfi1 i cher Gew inn) 
122 2 (第2 注(6) ) (第 l 注(6) ) 
122 Neuer Neuner 
122 1 8 (第2 注(6) ) (第 1 注(6) ) 
1 3 0 I1 7 Besonder Teil Besonderer Teil -
130 Besonder Teil Besonderer Teil 
一
151 25 中立ち 中立を
164 1 金利，地代 金利・地代
1166 5l ふさわしくなり同様 ふさわしくないのと同様
アクデュアル アクチュアル
ム '-J .L. I ~ '-" I τ-=leヨu.)'、4干ー lつι -.:.l' eョー "F"HI~ ゅι





269 1 7 純化 鈍化
純化 鈍化
